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ようとす る 事が ある。 たとえば 英語の 教師が 英語に 熱 

心なる の あまり 学生 を 鞭撻して、 地理 数学の 研修に 利 

さ あんしょう 

用すべき 当然の 時間 を 割いて まで も 難句 集 を 暗誦 さ 

せる ような ものである。 ただに それの みで はない、 わ 

が 専攻す る 課目の ほか、 わが 担任す る 授業の ほかに は 

ふいちょう きた 

天下 又 一 の 力 を 用いる に 足る ものな きを 吹聴し 来る 

ので ある。 吹聴し 来る だけなら まだいい。 はて は あら 

ばと * つ 

ゆる 他の 課目 を 罵倒し 去る ので ある。 

い ろんきょ 

かかる 行動に 出ず る 人の 中で、 相当の 論拠が あって 

公然 文部省 所定 の 課目に 服せ ぬ もの はこ こに 引き合に 

出す 限りで はない。 それほどの 見識の ある 人なら ば 結 



ます 

構で ある。 四角に 仕切った 芝居小屋の 拼 みたよう な 時 

こち ちぐら 

間 割の なかに 立て籠って、 土竜の ごとく 働いて いる 教 

はる 

師 より 遥かに 結構で ある。 しかし 英語 だけの 本 城に 

しょうがい やぐら 

生涯の 尻 を 落ちつけ るの みならず、 櫓から 首 を 出し 

て 天下の 形勢 を 視察す る ほどの 能力 さえな きものが、 

い たずら に 自尊の 念と 固陋 の 見 を 絢り 合せた る) ^ と き 

ぼつ ぶんぎょう むち 

没 分 暁 の 鞭 を 振つ て 学生 を 精根の つづく 限りた た い 

たなら、 見 じめ なの は 学生で ある。 熱心 は 敬服すべき 

である。 精神 は嘉 すべきで ある。 その 善意 的なる もま 

た 多と すべきで ある。 ある にもかかわらず 学生 は 迷惑 

である。 当該 課目に おける 智識が 欠乏す るた めで はな 



の 上に おいて 全篇 を 貫く 重みの ある もの は 論外で ある 

が、 平々 凡々 たるし かも 十 行 内外の 一段 を 設ける の は、 

話しの 続き を あらわす ためやむ をえず 挿入 したの だ 

と 見え透く ように 思われる。 換言すれば 彼 の 戯曲 の あ 

る もの は 齣 幕の 組織に おいて 明かに 比例 を 失して いる。 

だから 比例 だけ を 眼中に 置いて マ ー チャント • ォブ - 

ヴ ェ ニス を 読む もの は 必ず 失敗の 作 だと 云う だろう。 

マ ー チャント • ォブ • ヴ エニス はこ の 点から 読む ベ き 

もので ない と 云う 事が わかる。 また 沙翁を 引き合に 出 

す。 オセロ は四大 悲劇の 一 である。 しかし 読んで けつ 

して 好い 感じの 起る もので はない。 不愉快で ある。 



(今 は その 理由 を 説明す る 余地が ないから 略す) もし 

感じ 一 方 を もって あの 作に 対すれば 全然 愚作で ある。 

幸に して オセロ は 事件の 綜合と 人格の 発展が 非常にう 

てぎわ 

まく 配合され て 自然と 悲劇に 運び去る 手際が ある。 読 

者 は それ を 見れば いい。 日本の 芝居の 仕組 は 支離滅裂 

である。 馬鹿馬鹿しい。 結構と か 性格と か 云う 点から 

あれ を 見たならば 抱 腹す るの が 多いだろう。 しかし 幕 

そうまとう 

に 変化が ある。 出来事が 走馬灯の ごとく 人 を 驚かして 

続々 出る。 ここ だけ を 面白がって、 そのほか を 忘れて 

おれば やはり 幾分の 興味が ある。 一 九 は 御覧の 通りの 

作者で ある。 一 九 を 読んで 崇高の 感 がない と 云う の は 



に は、 多様の 作家が 呈出す る 答案 を 検閲 するとき にあ 

たって、 いろいろに 立場 を 易え て、 作家の 精神 を 汲ま 

ねばならぬ。 融通の きかぬ 一 本調子の 趣味に 固執して、 

まっさつ 

その 趣味 以外の 作物 を 一気に 抹殺 せんとす るの は、 英 

語の 教師が 物理、 化学、 歴史 を 受け持ちながら、 すべ 

ての 答案 を 英語の 尺度で 採点して しまう と 一 般 である。 

そ の 尺度に 合せざる 作家 は ことごと く 落第 の 悲運に 際 

会せ ざ る を 得な い 。 世間 は 学校 の 採点 を 信ずる) J とく、 

きょく 

評 家 を 信ずる の 極 ついに その 落第 を 当然と 認定す る 

に 至る だろう。 

ここにお いて 評 家の 責任が 起る。 評 家 はまず 世間と 



作家と に 向って 文学 はいかなる 者ぞと 云う 解決 を 与え 

ねばならん。 文学 上の 述作 を 批判す るに あたって (詩 

は 詩、 劇 は 劇、 小説 は 小説、 すべてに 共有なる 点 は 共 

有なる 点と して) 批判すべき 条項 を 明かに 備えねば な 

らぬ。 あたかも 中学 及び 高等学校の 規定が 何と 何と、 

これこれと を 修め 得ざる もの は 学生に あらず と 宣告す 

るが ごとくせ ねばならん。 この 条項 を 備えた る 評 家 は 

この 条項 中の ある ものに つ いて 百より 〇 に 至る までの 

点数 を 作家に 附 与せねば ならん。 この 条項のう ちわが 

趣味の 欠乏して 自己に 答案 を 検査す るの 資格な しと 

思 唯 するとき は 作家と 世間と に 遠慮して 点数 を HZ: 与す 



対する と 思いついた 事 を いい加減に 述べる。 だから 評 

し尽 したの だか、 まだ 残って いるの か 当人に も 判然し 

ない。 西洋 も 日本 も 同じ 事で ある。 

いかん そろ 

これらの 条項 を 遺憾な く 揃える ために は 過去の 文学 

を 材料と せねば ならぬ。 過去の 批評 を 1 括して その 変 

遷を 知らねば ならぬ。 したがって 上下 数千 年に 渉って 

抽象的の 工夫 を 費やさねば ならぬ。 右から 見て いる 人 

と 左から 眺めて いる 人との 関係 を 同じ 平面に あつめて 

t 力 

比較せ ねばならぬ。 昔し の 人の 述作した 精神と、 今の 

ゆびさ 

人の 支配 を受 くる 潮流と を 地図の ように 指 し 示さね 

ばなら ぬ。 要するに 一 人の 事業で はない。 一 日の 事業 



でもない。 

この 条項 を 備えた る 人に して 始めて、 この 条項 中に 

差等 をつ ける 事 を 考えても よいと 思う。 人力 も 人 を 載 

せる。 電車 も 人 も 載せる。 両者 を 知った ものが 始めて 

両者の 利害 長短 を 比較す るの 権利 を享 ける。 中学の 課 

目 は 数に おいてき まっている。 時間の 多少 は 一様で は 

ない。 必要の 度の 高い 英語の ごとき は 比較的 多くの 時 

間 を 占領して いる。 批評の 条項に ついても 諸人の 合意 

で これらの 高下 を 定める 事が できる かも 知れぬ。 (で 

きぬ かも 知れぬ) 崇高 感を 第一 位に 置く もよ い。 純 美 

感を 第一 にす る もよ い。 あるいは 人間の 機微に 触れた 



内部の 消息 を 伝えた 作品 を 第一位に 据えても いい。 あ 

るい は 平々 淡々 のうちに 人 を 引き 着ける 垢抜けの した 

著述 を 推す もい い。 猛烈な もので も、 沈静な もので も、 

ほうしょう 

形式の 整った もので も、 放縦に して まとまらぬ うち 

せいち きわ 

に 面白味の ある もので も、 精緻 を 極めた もので も、 一 

気に 呵 成した もので も、 神秘的な もので も、 写実的な 

おぼろ も こ 

もので も、 朧 のなかに 影 を 認める ような 糢糊 たる も 

てのひら めい リ よ-つ 

ので も、 青天白日の 下に 掌 を さすが ごとき 明瞭な 

もので もい い —— 。 相当の 理由が あって 第一位に 置か 

ん とならば、 相当の 理由が あって 等差 を附 するならば 

さしつかえ 

差 支ない。 ただしで きる かで きぬ か は 疑問で ある。 



これらの 条項に 差等 をつ ける と 同時に これらの 条項 

中の ある もの は 性質に おいて 併 立して 存在すべき も、 

甲乙 を 従属せ しむべき もので ない と 云う 事に 気がつく 

かも 知れぬ。 しかも その 併 立せ る ものが 一見 反対の 趣 

味で 相容れ ぬと 云う 事実 も 認め 得る かも 知れぬ —— 批 

きょ. つり 

評 家 は 反対 の 趣味 も 同時に 胸裏 に 蓄え る 必要が ある。 

物理学者が 物質 を 材料と する ごとく、 動物学者が 動 

物 を 材料と する ごとく、 批評家 もまた 過去の 文学 を材 

料と して 以上の 条項と この 条項に 従て 起る 趣味の 法則 

を 得ねば ならぬ。 され ども この 条項と この 法則と は 過 

去の 材料より 得た る 事実 を 忘れて はならぬ。 したがつ 



辞に 接せぬ と は 限らぬ。 これに 接した ると き、 白い 烏 

を 烏と 認 むる ほどの、 見識と 勇気と 説明がなくて はな 

らぬ。 これが できる ために は 以上の 条項と 法則 を 知れ 

さ 

ねばならぬ。 知って 融通の 才を 利かさねば ならぬ。 

こうでい 

拘泥 すれば それまで である。 

現代 評 家の 弊 はこの 条項と この 法則 を 知らざる にあ 

は A も A え 力 

る。 ある 人 は 煩悶 を 描かねば 文学で ない と 云う。 ある 

もの は 他に いかほどの 採るべき 点が あっても、 事件に 

少しで も 不自然が あれば 文学で ない と 云う。 ある もの 

きわ 

は 人間 交渉の 際 卒然 として 起る 際どき 真味がなければ 

文学で ない と 云う。 ある もの は 平淡なる 写生文に 事件 



の 発展がない の を 見て 文学で ない と 云う。 しかして 評 

くんとう 

家が 従来の 読書 及び 先輩 の 薫陶、 もしくは 自己の 

きょうあい いちる 

狭隘なる 経験より 出で たる 一 縷の 細長き 趣味 中に 含 

まるる ものの み を 見て 真の 文学 だ、 真の 文学 だと 云う _ 

余 はこれ を 不快に 思う。 

余 は 評 家で はない。 前段に 述べた る 資格 を 有する 評 

家で は 無論ない。 したがって 評 家と しての 余の 位地 を 

高めん がた めに この 篇を 草した ので はない。 時間の 許 

す 限り 世の 評 家と 共に 過去 を 研究して、 出来 得る 限り 

こんきょち 

この 根拠地 を 作りたい と 思う。 思う について は 自分 一 

人で やる より 広く 天下の 人と 共に やる 方が わが 文界の 
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